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研究成果の概要（和文）：オントロジーとデータマイニングに基づくインテリジェントサービス開発基盤を設
計，実装，評価するために，(1)ビッグデータからパターンライブラリをマイニングする系列DM/TMモジュール，
(2)ローカルリンクトデータ生成器，(3)リンクトデータクラウド生成器，(4)オントロジーアライメントモジュ
ール（＋アプリケーションオントロジー生成器），(5)AIタスク合成器を個別に設計し実装した後，それらの成
果物をインテリジェントサービス開発基盤として統合する。
さらに、行政支援，自動車運転支援，知能ロボットによる作業支援、教育支援サービス、スマートグラスによる
作業支援を通して評価し、良好な結果を得た。

研究成果の概要（英文）：We develop "A Intelligent Service Development Platform Based on Ontologies 
and Data Mining" including the following research items: sequential data/text mining, local linked 
data generator, linked data crowd generator, ontology aliment, AI task composer. We also evaluate 
the platform with the following real cases: community support, work support by intelligent robots, 
teaching support by intelligent robots and work support by smart glasses.

研究分野： 知能情報学
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１．研究開始当初の背景 

コンピュータの高速化，記憶装置の大容量
化，ネットワークの広帯域化，ソフトウェア
のオープン化に支えられ，オントロジーとデ
ータマイニングを中心に AI 基礎研究が進展
し，その進展が自然言語／画像／音声理解の
ようなAI応用システムを実用化させている． 

ワトソン，SIRI，知識グラフは，オントロ
ジー，Linked Data，言語理解，データマイ
ニングなどの AI 基盤技術と他の AI 要素技
術・IT を連携させたインテリジェントサービ
スが登場してきたが，個別事例に留まってお
り，汎用的なインテリジェントサービス開発
基盤の整備が待たれている．  

 

２．研究の目的 

本研究では，オントロジーとデータ／テキ
ストマイニングの研究成果に基軸とし，ビッ
グデータからのマイニング結果であるパタ
ーンライブラリ，Web Page/API から構築さ
れるリンクトデータクラウド，オントロジー
アライメントから生成されたアプリケーシ
ョンオントロジー，AI 基本タスクライブラリ
から合成される AI 複合タスクを統合するイ
ンテリジェントサービス開発基盤を設計・実
装することを目的とする．また，本インテリ
ジェント開発基盤により，自動車運転支援、
地域活性化支援，人型ロボットを利用した教
育支援、人型ロボットを利用した組立作業支
援を実装し，本開発基盤を評価することも目
的とする． 

 

３．研究の方法 

オントロジーとデータマイニングに基づ
くインテリジェントサービス開発基盤を設
計，実装，評価するために，(1)ビッグデー
タからパターンライブラリをマイニングす
る系列 DM/TM モジュール，(2)ローカルリン
クトデータ生成器，(3)リンクトデータクラ
ウド生成器，(4)オントロジーアライメント
モジュール（＋アプリケーションオントロジ
ー生成器），(5)AIタスク合成器を個別に設計
し実装した後，それらの成果物をインテリジ
ェントサービス開発基盤として統合する。 
さらに、行政支援，自動車運転支援，知能

ロボットによる作業支援、教育支援サービス
を本インテリジェントサービス開発基盤に
より開発して評価し，最終的な知見をとりま
とめる． 
 
４．研究成果 

(1)については、系列 DM/TM モジュールの
設計では，Twitter から発信者のソーシャル
メディア上での活動と発話のテキストデー
タを同時に逐次的に取得し，ユーザの行動に
繋がる特徴語句の抽出するプログラムを開
発した。また、系列パターン評価指標を利用
した数値時系列パターンとの時系列相関分
析を感情極性という全く異質の評価値との
関連性を示した。さらに，機械学習アルゴリ

ズムにより生成された学習モデルによるパ
ラメータ値の予測，成否の判別，画像の識別
などを実行するため，機械学習関連タスクを
実行する ROSモジュールの設計，実装，評価
を実施した。 

(2)については、構造情報を利用して HTML
から必要なデータを抽出するスクレイパー
を作成し，Linked Data を構築し、じゃらん
観光ガイド Webサイトなどから観光スポット
情報を抽出する実験を実施し、良好な結果を
得た。また、行政オープンデータを利用した
地域活性化支援サービスの開発においても，
スクレイパーにより各種データから Linked 
Dataを構築し、高速道路上で社会実証実験を
実施し、良好な結果を得た。 
 (3)においては、日本語 Wikipedia オント
ロジー(JWO)が持つ，多くのプロパティと
Linked Open Vocabulary に存在する語彙の対
応付けを行うことで，半自動的に日本語
Linked Data のためのプロパティを発見し、
リンクトデータクラウド基盤を開発できた。 
 (4)については、日本語 WordNet(JWN)と JWO
のアライメントについて，1. クラス-インス
タンス関係の抽出，2. クラス-インスタンス
関係の洗練とアライメント対象クラスの同
定，3.JWO クラスと JWNの Synset のアライメ
ント，4. 領域オントロジー構築支援環境
DODDLE-OWLを用いた JWOと JWNの統合を実施
した。 
 (5)については、(1)～(4)を連携させ、研
究目的に記載した、(a)自動車エコ運転支援
サービス、(b)行政オープンデータを利用し
た地域活性化サービス、(c)人型ロボットに
よる教育支援サービス、(d)人型ロボットに
よる組み立て作業支援サービスの実装と評
価に(e)スマートグラスによる機器故障診断
を追加し、5 種類の事例を通して、インテリ
ジェントサービス開発基盤を評価した。 

(a)については、人間生活工学研究センタ
ー等の運転行動データや道路交通データに
対象に構築した運転行動分析手法に基づき，
様々な道路環境や交通状況における高齢者，
若年者，教習所指導員の運転操作・車両挙動
等の特徴を抽出して，教習所指導員の運転行
動を規範とした不安全行動の抽出や燃料消
費の推定等を実施した． 

(b)については、行政オープンデータを利
用した地域活性化支援サービスについては，
高速道路からの地域立寄り支援を目標にし
て、高速道路休憩施設、給油、駐車、天気な
どのデータを Linked Data 化してインテリジ
ェントサービスを開発し、愛知県東部から静
岡県中西部の休憩施設で 1か月間、実証実験
を実施し、515 ユーザがこのサービスを利用
し、そのうち 222ユーザが詳細情報を閲覧し、
26 ユーザが実際に立ち寄りを行った。 

(c)については、人型ロボットによる教育
支援サービスについては、小学校 5 年生社会
科単元「地球温暖化」を対象にし、オントロ
ジーによる知識教示、身振り手振りの動作に



よる生徒の興味関心の向上を目的にして、教
諭と人型ロボット NAOの連携システムを開発
し、横須賀市立鶴久保小学校 5年生 113名を
対象にした実証実験を実施し、90％以上の生
徒はこの授業に関心を持ち、授業をより深く
学びたい意向を示した。 

(d)については、人型ロボットによる製品
組立作業支援サービスについては、ロボット
が製品組立作業を自律的に改善することを
目指し、作業レイアウトや組立順序まで改善
し、深層強化学習により自律的に部品を把持
する基礎研究も目標とし、前者は IE 理論の
改善により対処し、後者は、深層強化学習を
実装し、基礎的な考察は行った。 

(e)については、スマートグラスによる機
器故障診断サービスについては、オントロジ
ーに基づく QA 機能をスマートグラスに実装
し評価することを目標とし、オントロジー以
外に、ワークフロー、業務ルール、業務ルー
ルの根拠も知識として与え、これら 4種類の
知識を統合し、ユーザ(作業者)の質問に総合
的に回答する機能を実装し、ケーススタディ
を通して、高い評価が得られた。 
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